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１ 概要 

 （１）調査概要 

   本調査は、平成２２年１０月１日改正（土曜日の運行再開）後の利用実

態を把握し、課題の整理や改善策等の検討を行う材料とするため、実施し

たものである。 

   ①調査対象  匝瑳市内循環バス利用者 

   ②調査方法  環境生活課職員が市内循環バスに乗車し、聞き取り調査

を行う（１度調査した利用者は、再度調査は行わない） 

   ③調査便数  １０８便（６路線各６便×３日間分） 

   ④調査件数  ３８９件 

 

 （２）調査内容 

   ①性別、年齢 

   ②市内循環バスを利用する目的 

   ③目的地まで公共交通機関の乗換えの有無 

   ④利用頻度 

   ⑤市内循環バス土曜日利用の有無 

   ⑥市内循環バスの満足度 

    ａダイヤ 

    ｂ停留所 

    ｃ運行ルート 

   ⑦市内循環バスに対する御意見 
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２ 調査結果 

 （１）路線を基本とした集計 

  ●路線別×運行便別 

各路線とも平均的に回答を得ることが出来た。 

   運行便別で見ると午前中の便（第１、２、３便）の回答数が多く、午後

の便（第４，５，６便）の回答数は少ない。 
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  ●路線別×性別  

   利用者の約８割が女性であり、路線別にみると豊栄・吉田循環、飯高・

匝瑳循環、豊和・椿海循環は女性の割合が多く、平和・共興循環、野田・

須賀東循環、栄・須賀西循環は比較的女性の割合が少ない。 
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  ●路線別×年齢層別  

   ６０代、７０代、８０代以上の回答数が全体の６割、なかでも７０代が

３割を占める。 

   そのほか、高校生が全体の２割を占めており、高齢者や学生の移動手段

として利用されている。 
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  ●路線別×利用目的別 

   全体では「通院」が約４割、「通学」及び「買い物」が約２割ずつを占め

る。 

   路線別に見ると、平和・共興循環では「通院」が半数以上であり、飯高・

匝瑳循環では「通学」が約３割とほかの路線と比較して割合が高い。 
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  ●路線別×乗換えの有無 

   回答者全体の約２割がほかの交通機関へ乗換えを行っている。乗換え有

りの回答者の内訳は約７割が電車へ、２割弱がほかの市内循環バス路線へ

乗換えを行っている。 

 

（乗換え有りの内訳は複数回答可のため、合計が一致しない） 
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  ●路線別×利用頻度 

   「週２～３日」利用が一番多く全体の約４割を占める。 

   路線別では、飯高・匝瑳循環、栄・須賀西循環の「ほぼ毎日」利用がほ

かの路線と比較して割合が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 7 - 
 



  ●路線別×土曜日利用の有無

   回答者の６割弱が土曜日に市内循環バスを利用している。 

   路線別では、野田・須賀東循環の利用がほかの路線と比較して多い。 

   また、目的別では「買い物」が一番多く「通院」「通学」での利用も多い。 
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  ●路線別×ダイヤの満足度 

   全体では７割弱が「現状のままでよい」、３割が「見直し必要」とのこと

である。 

   路線別では、栄・須賀西循環の「見直し必要」の割合が高い。 

 

 （見直し必要の理由） 
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  ●路線別×停留所の満足度 

   全体的に「現在のままでよい」が多数を占める。 

   路線別では、野田・須賀東循環の「見直し必要」の割合がほかの路線と

比較してやや高い。 
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 （見直し必要の理由） 
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  ●路線別×運行ルートの満足度 

   停留所の満足度と同様に、「現在のままでよい」が多数を占める。 

   路線別では、全路線とも「現在のままでよい」の割合が高い。 
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 （見直し必要の理由） 
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  ●路線別×市内循環バスに対する御意見 
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 （２）運行便を基本とした集計 

  ●運行便別×性別 

   全便とも約８割が女性、約２割が男性の割合で回答を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 18 - 
 



  ●運行便別×年齢層別 

   第１，６便は「中学生」「高校生」の利用が多く、特に第６便は９割近く

を占め、第２，３，４便は「６０代」「７０代」「８０代以上」が半数以上

を占めている。 

   「２０代～５０代」は、第３，４，５便の割合が高い。 
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  ●運行便別×利用目的別 

   第１、６便は「通学」が多く第６便は約８割を占める。「通院」は、第１，

２，３，４便で多く、「買い物」は第２，３，４，５便で多い。 
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  ●運行便別×乗換えの有無 

割合は平均的だが、第２便の割合が比較的少

  では「電車」の乗換えが多く、「市内循環バス」の他路線への乗換

 

   どの便も「乗換え必要」の

ない。 

 目的別

えも見られる 
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  ●運行便別×利用頻度 

」、「月１～２回」の回答が多い。 

利用しない」

の

 

   どの便も「週２～３日

また、「ほぼ毎日」は第１，５便の回答が多く、「ほとんど

回答は第３，４，５便が多い。 
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  ●運行便別×土曜日利用の有無 

の有無】のとおり全体では「利用する」

  ６便のみ「利用する」の割合が

 

   ８ページ【路線別×土曜日利用

５６％、「利用しない」、４３％である。 

 どの便もだいたいこの割合であるが、第

高い。 
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 （３）年齢層を基本とした集計 

  ●年齢層別×利用目的別 

   回答数の多い「通学」「通院」「買い物」の中で、「通学」は中学生及び高

  く見られる。 

校生、「通院」は６０代、７０代、８０代以上、「買い物」は２０～５０代、

６０代、７０代、８０代以上が多い。 

 また、２０代～５０代の「通勤」も多
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  ●年齢層別×乗換えの有無 

）の「乗換え必要」が多い。 

が、８０代以

 

   小学生及びその他（10 代

   また２０代～５０代、６０代の「乗換え必要」もやや多い

上は少ない。 
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  ●年齢層別×利用頻度 

」が多い。 

の割合が高く、６０代、

 

   全体的に「週２～３日

   中学生、高校生、２０代～５０代は「ほぼ毎日」

７０代、８０代以上は「月１～２日」の割合が高い。 
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  ●年齢層別×土曜日利用の有無 

る」約６割、「利用しない」約４割である。 

 

 

   どの年齢層もだいたい「利用す

   目的別では、７０代、８０代以上の「通院」「買い物」、高校生の「通学」

が多い。 
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  ●年齢層別×ダイヤの満足度 

  どの年代もだいたい「見直し必要」約３割、「現在のままでよい」約７割

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

である。 

   そのなかで、６０代の「見直し必要」がやや多い。 
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  ●年齢層別×停留所の満足度 

  各年齢層とも「現在のままでよい」が８割以上で非常に割合が多い。 
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  ●年齢層別×運行ルートの満足度 

  【年齢層別×停留所の満足度】と同じく「現在のままでよい」が８割以 

上の年齢層が多い。 

   そのなかで、６０代の「見直し必要」が２割強とやや高い。 
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